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1,研 究 目的  現 在 の潅滋 計画 にお いて、
一般的 に用い られて い る蒸 説散 量推 定法

としてペ ンマ ン法 が挙 iずられ る。 この方法 子ま、ア メダ スな ど 1高 度 の気象デ ー タよ

中推 定で き るよ うに 二夫 され てい るが 、上層 と下層 の温度 が同 じ温度であ り、地 表

面が飽 和状態 であ る と仮定 してい るた め、実蒸発散 量の推 定 に適 してい る とは言い

軽 いをそ こで ヽ様 々な蒸発散 量推 定法の比較 を行 うとともに 、 リモー トセ ンシンダ

こヽよる地表 面デー タをベ ンマ ン式 に組み込む ことに よ り、改 良ベ ンマ ン式 を導 き、

実寒整散 量 の推 定 を試み た予

配.方 法  鳥 取の砂地及 び嘘阜大学 の芝生 にお いて、計 3国 計測 した気象デー タを

もとに して 、種 々の方法 に よ り蒸発散 量 を推 定、比較 した。 また、 ジモー トセ ン ン

ン グのデー タが 、改 良rくンマ ン式 に導 入が可能 で あ るか ど うかの検討 も行 つた。

本研 究にお いて tま、実際 に 2高 度間 の水蒸気 フ ラ ンクスを計算す るボーエ ン比法

に よる推 定値 を実蒸整散 量 と した8

配.結 果及 び考察  図 tま蒸発 散量 の推 定結 果であ る.図 にお いて、改 良ペ ンマ ン 1

は、ペ ンマ ン式に地主面温度のみ を

組み込んだ もの、改良ペ ンマ ン 2tま、

地表 函の温度 と水蒸気圧 をともに組  寄

み込んだものである手ボーエン比法  甚
に よる推 定値 を実蒸 発散量 とすれ′ば 、 長
ペ ンマ ン式 に よる値 は、か な り大 き  ま

な値 を示 してい る。 し か と、改 良ぺ   縦

ンマ ン lrま、地表 面温度 のみ考慮 に

いれ 、 下層 の水分状態 は飽和状態 の

ままで あ るため、 さらに大 きな値 と
議発散量比較(7月島取み

なった。そ こで、ボーエ ン比法か ら逆算 した地表 面の水蒸気圧 を組 み込んだ 、改 良

ベ ンマ ン 2で 推 定 した ところ、か な り実蒜 強散量 の値 に近 づいた。 また 、パル ク法

fま、正維 な値 の推 定が可能 で あ る とい えるが、考慮す べ き点が非常 に多 く、一般 化

すよ困難 と考 え られ る。従 つて 、ペ ンマ ン式 を改 良す るにあた り、地表 面温度 に加 え

て、地表 面 の水蒸 気圧 を、考慮 しな くてはな らない こ とが わか った。

さらに、 リモー トセ ンンングに よ り、地表 面温度 と、地表 面の含 水比 を推 定す る

こ とがで きた。 しか し、改 良ペ ンマ ン式 に用い られ るのは、地表面 の温度お よび水

蒸気圧 であ る。 そ こで、地表 面の水蒸気圧 を、土壌 の簡 単化 モデル を用 いて推 定 し

た争 しか し、 リモー トセ ンシングのデー タは、地表面のみ の ものの ため、砂 地 の よ

うに、温度 ・水分 の垂直分布 が急激 に変化す るよ うな場合 は、 どの 方法 も正確 な値

を推 定す る こ とが で きなか った。 今後 、地表 面の水蒸気圧 の推 定法 を検 討 し、 ジモ

ー トセ ンシ ングを用 いた実蒸発散 量の推 定 を試み る必要 が あ る。
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